
令和５年４月１日現在

5 分団

0 分団

0 隊

0 部

32 班

550 人

496 人

483 人

13 人

496 人

0 人

0 人

3 人

67 人

0 人

67 人

5 人

0 人

0 人

421 人

0 台

0 台

32 台

0 台

0 台

年額 36,500 円

年額 36,500 円

8,000 円

8,000 円

※１：「消防団の組織概要等の調査」による

※３：詳しくは、各市町村等のホームページ等を参照。

096-234-6364

消　防　団　の　組　織　概　要

都道府県名 熊本県
所在地

〒861-2295

市町村名 益城町 熊本県上益城郡益城町大字宮園702

消防団事務所管 危機管理課 電話番号（直通） 096-286-3210 FAX

消防団名 益城町消防団 メールアドレス kikikanri@town.mashiki.lg.jp

組
織

分団数 ホームページURL

うち機能別分団数
SNSアカウント

方面隊数

部数 消防団活動事例・
PR等班数

団
員
数

条例定数 　益城町消防団は本団、分団（第１～第5分団）、班（32班）で構成され、令和５年４月１
日現在４９６名の団員を有しています。

　益城町消防団の年間行事としては、次のとおりとなります。

　１月　益城町消防団出初式
　３月　春の全国火災予防運動（町内広報活動）
　４月　新入団員・班長任命式、消防署訓練
　５月　益城町消防団小型ポンプ操法大会（２年に１回）
　７月　上益城郡消防大会（操法大会・通常点検）
１１月　秋の火災予防運動、非常呼集訓練
１２月　年末警戒

【災害時】
火災現場での消火活動をはじめ、地震や大雨、台風など大規模災害発生時の救助・救
出、警戒巡視、避難誘導など、様々な現場での活動があります。

【日常時】
町内各所にある消火栓や防火水槽の点検や、火災予防運動や年末の特別警戒時に
消防積載車で巡回活動を実施します。そのほか益城町や地域が主催する行事等の支
援協力や、町内の学校へ出張授業を実施しています。

【平成２８年熊本地震当時の活動】
　平成２８年４月の熊本地震に際し、４月１４日から７月６日の間で延べ５，７４６名が出
動し、被害発生直後から自らの命の危険を顧みず、果敢に多くの救助活動を実施し、
被害発生直後も町民の安否確認、避難誘導、避難所の支援、道路通行止めによる交
通整理や瓦礫・土砂の撤去、ガスの元栓締めや電気ブレーカー遮断などの広報活動、
災害対策本部への情報提供など、被害の軽減及び２次災害の防止に貢献しました。

　また、役場庁舎の被災で防災行政無線が使用できなくなったことから、避難指示や勧
告、瓦礫搬入中止や再開などの行政情報の広報、さらには不審者への警戒活動など、
多岐にわたり活動しました。

実員数

男性団員数

女性団員数

基本団員数

大規模災害団員数

その他の機能別団員数

職
業
構
成
別
団
員
数

国家公務員

地方公務員

都道府県職員

市区町村等職員

特殊法人等公務員に準ずる職員

農協職員

日本郵政グループ

その他

ポ
ン
プ

普通消防ポンプ自動車

水槽付消防ポンプ自動車

小
型
動
力

ポ
ン
プ

小型動力ポンプ付積載車

小型動力ポンプ（車両に積載していないもの）

手引き動力ポンプ

※２：「年額報酬」「出動報酬」の額は、令和５年４月１日現在の条例で定める額。
 　　　「出動報酬」については、日額で定めがある場合は最大額を記載。一方、日額で定めていない場合は８時間の出動に換算した額を記載。
　　　定めがない場合又は年額支給の場合には「ｰ」と記載。

年
額
報
酬

報酬額（階級：団員）

（参考）交付税単価（階級：団員）

出
動
報
酬

火災

風水害等の災害


